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北
海
道
に
恵
み
を
も
た
ら
す

　

貨
物
新
幹
線
は
北
海
道
に
大
き
く
２
つ

の
恵
み
を
も
た
ら
す
。

　

第
１
に
、
北
海
道
～
道
外
の
物
流
効
率

を
画
期
的
に
向
上
さ
せ
る
。
速
達
化
に
よ

り
、
道
央
・
道
南
で
夕
方
に
出
荷
し
た
農

畜
水
産
物
が
翌
朝
の
豊
洲
の
セ
リ
に
間
に

合
う
。
災
害
に
強
く
な
り
、
日
常
的
な
遅

延
・
運
休
も
、
台
風
や
地
震
に
よ
る
長
期

運
休
も
激
減
す
る
。

　

運
賃
を
高
く
す
る
必
要
は
な
い
。
新
幹

線
は
在
来
線
よ
り
、
車
両
と
乗
務
員
の
回

転
効
率
は
高
く
、
設
備
が
頑
丈
で
保
守
費

は
安
い
。
新
幹
線
が
高
い
の
は
建
設
費
で
、

既
に
旅
客
の
た
め
の
建
設
が
進
み
、
貨
物

の
た
め
の
付
加
投
資
は
全
体
か
ら
見
た
ら

僅
か
だ
。

　

第
２
に
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
旅
客

貨
物
新
幹
線
が
北
海
道
の
未
来
を
開
く

貨
物
新
幹
線
が
北
海
道
の
未
来
を
開
く

新
幹
線
と
在
来
線
貨
物
の
共
用
走
行
区
間

の
速
度
制
限
を
解
除
で
き
る
。
札
幌
延
伸

時
に
は
お
そ
ら
く
最
高
時
速
３
６
０
キ
ロ

と
で
き
、
大
宮
か
ら
全
区
間
で
の
時
速
３

６
０
キ
ロ
走
行
に
よ
り
、
東
京
︱
札
幌
を

３
時
間
44
分
で
結
べ
る
。
東
京
︱
広
島
よ

り
短
い
。

　

道
内
及
び
道
外
と
の
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
移

動
の
効
率
性
が
高
ま
り
、
１
次
産
業
、
食

品
加
工
等
の
２
次
産
業
、
食
を
売
り
と
し

た
観
光
等
の
３
次
産
業
の
成
長
を
期
待
で

き
る
。
雇
用
は
増
え
、
人
口
増
と
な
る
。

貨
物
新
幹
線
の
実
現
方
策

　

表
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ク
が
渡
れ
な
い

海
を
挟
み
な
が
ら
鉄
道
の
現
行
シ
ェ
ア
は

８
％
し
か
な
く
、
大
幅
利
用
増
を
見
込
め

る
。
旅
客
列
車
室
内
に
パ
レ
ッ
ト
で
積
込

む
方
式
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
特
許
公
開
）
で
は

運
び
切
れ
ず
、
大
量
の
コ
ン
テ
ナ
を
効
率

的
に
運
ぶ
方
式
と
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

車
両
は
、
旅
客
新
幹
線
電
車
の
床
上
を
な

く
し
て
コ
ン
テ
ナ
を
積
む
イ
メ
ー
ジ
と
し
、

線
路
へ
の
負
荷
を
抑
え
る
よ
う
１
両
の
車

重
が
軽
く
な
る
工
夫
を
す
る
。

　

駅
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
よ
う
、
新

幹
線
と
在
来
線
の
貨
物
列
車
を
並
べ
て
コ

ン
テ
ナ
を
門
型
ク
レ
ー
ン
で
積
替
え
る
。

港
湾
で
は
昭
和
30
年
代
か
ら
や
っ
て
い
る

方
式
だ
。
道
内
は
函
館
・
長
万
部
・
倶
知

安
・
札
幌
、
首
都
圏
は
大
宮
操
車
場
で
新

幹
線
と
在
来
線
を
結
節
さ
せ
、
在
来
線
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
。

新
幹
線
札
幌
延
伸
と
同
時
に

　

昨
年
、
国
交
省
は
貨
物
新
幹
線
の
検
討

を
具
体
化
す
る
と
し
た
。
２
０
３
０
年
度

予
定
の
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
と
同

時
が
望
ま
れ
つ
つ
、
残
念
な
が
ら
ぜ
ひ
と

も
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
の
機
運
は
な
い
。

　

車
両
は
ゼ
ロ
か
ら
の
開
発
で
な
く
、
地

上
設
備
は
工
夫
に
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
に
で

き
る
。
北
海
道
の
た
め
、
日
本
の
た
め
に
、

何
と
し
て
も
間
に
合
わ
せ
た
い
。
コ
ロ
ナ

禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
踏
ま
え
、
我
が

国
が
達
成
す
べ
き
一
極
集
中
の
緩
和
・
国

内
回
帰
・
食
料
安
全
保
障
に
資
す
る
。

函
館
︱
仙
台
で
試
験
営
業
を

　

早
期
に
函
館
︱
仙
台
で
試
験
営
業
す
る

以
下
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
、
新
幹
線

札
幌
延
伸
と
同
時
に
本
格
運
行
で
き
る
。

　

23
～
24
年
度
に
試
作
車
設
計
と
函
館
・

仙
台
の
地
上
設
備
設
計
、
25
～
26
年
度
に

試
作
車
製
造
と
函
館
・
仙
台
施
工
と
し
、

27
年
度
に
平
日
２
往
復
の
試
験
営
業
を
開

始
す
る
。
そ
し
て
、
27
～
28
年
度
に
量
産

車
設
計
と
各
所
の
地
上
設
備
設
計
、
29
～

30
年
度
に
量
産
車
製
造
と
各
所
施
工
と
す

る
。

長万部町
貨物新幹線構想

4/25
余市フォーラムの動画

現行、長さ400ｍのコンテナ貨物列車が
1日20往復以上運行

JR貨は好業績に線路使用料の増額で
JR北と東も業績向上

将来、長さ600ｍのコンテナ貨物新幹線が
1日50往復運行

第2回
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